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Picture2 映画公開前の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Picture 1 外観  

	 Gulf of Georgia Canneryとはカナダ
西海岸のサケ漁業の歴史について学べ

る施設である。1894年に設立されたこの
施設は元々缶詰工場として B.C.州の漁
業を牽引するものであったが、現在は稼

働されておらず、専ら教育機関として使

用されている。今回はガイドによるツア

ーに参加することができ、濃いお話を聞

けた。 

	 Gulf of Georgia Canneryのツアーの最
初に B.C.州のサケ漁業の歴史の概要に学
べる映画を鑑賞した。非常にファンシーな

映画で、サケ漁業中に亡くなったおじいち

ゃんが突如孫の前に現れ、タイムスリップ

を通してサケ漁業の歴史を時系列で紐解

いていくという内容であった。昔はサケ漁

業のために長期間船に乗り、家に帰ること

もままならなかったり、海難事故に遭い、

命を落としたりすることも多かったよう

だ。おじいちゃんと孫のファンシーさとは

裏腹に、サケ漁業の厳しさを感じ、身がし

まる思いであった。同時に、この厳しい歴

史があったからこそ、B.C.州のサケ漁業は
発展してきたのだと感じた。 



 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

  

Picture 4	 労働環境の悪さを物語る模

型  

Picture 5	 危険な労働   

	 映画を見た後は、サケ漁業で使われて

いた船舶を再現した模型を見学した。模

型中に入ることができ、そこにはしっか

りとしたつくりのキッチンやトイレ、ベ

ッド、談話室等が完備されており、長期

間の漁業が存在したことを感じさせた。 

Picture3 船舶の模型の中  

	 次に、ガイドの説明を聞きながら施設

内を歩き回った。展示品は労働環境の悪

さを物語るものばかりであった。左の写

真はサケの頭と胴体を切り離す工程が

行われていた場所の模型である。ここで

は、主に女性が働いていており、労働環

境の悪さから、しばしば赤ん坊をおぶっ

たまま仕事をしていたようだ。非常に床

が滑り、よく頭を打つなどの怪我が相次

いだという。移民した日本人の割合も多

かったようだ。 

	 缶詰をする段階では、しばしば機械に

手が巻き込まれ、指が切断されることが

あった。その上、切断された指が缶詰に

入り込み、出荷されることもあったとい

うおぞましい事実を聞き、戦慄が走っ

た。 

	 見学を通じて、劣悪な環境の中で働いていた人たちの存在を学び、このようなこ

とを繰り返さないことが重要であるということを学んだ。また、B.C.州のサケ漁業
を受け継ぎ、発展させ続けることも、厳しい条件のもとで働き続けた先祖たちへの

恩返しになるのだろうと感じた。 


